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ABOUT TRIAL
トライアルについて

ίンηプト࡞੍˔

ɹh ʱというテーマをฉいて、蛍光インキを使おうと思ࢆ

いました。印刷で薄い色を出すときは、通常のインキで

をখさくするか、インキそのものをメジウムで薄めるख

法を使います。一方、࠼度はߴくても濃度が薄い蛍光イン

キは、インキのൽບが薄いオフセット印刷では発色がे分

にಘられないため̎回、̏回と重ね刷りされることが多い

インキです。そこで、もともと色の薄い蛍光インキをもっ

と薄めたらどういう色が出るのかやってみようとߟえまし

た。おそらく、蛍光インキの使い方としてもະ։だと思

います。

ɹϞチーフにするのは、େきでコレクションをしている

“きいちのぬりえ”です。ຊ的なものとアメリカจԽの

ϙップさと印刷のメカニズムがཧ的なܗで実現されてい

る蔦谷喜一の作を見ていると、自分とख法はҧうけれど

までବ՛子ࠒ強くऒかれて1�70、͡ײをੑײ通するڞ

などでങいूめていました。खに入れたぬりえや紙のண

せସえ人ܗは今でもେなコレクションです。今回はその

コレクションの中から̑を選ͼました。

ɹとはいえ、インキを置きえただけでは喜一の作に

なってしまいます。そこでこの作が、喜一とࢲの合作に

なるように、さらにೋつの方法をՃえることにしました。

˔トϥイΞルの֓ཁ

ɹそのͻとつが、パステルカラーと黒い色໘の組み合わせ

です。パステルカラーはいお՛子のようにޱたりがよ

いものですが、そこに黒を合わせるとやわらかなϋーϞ

ニーがたちまちഁյされてしまいます。そこでऔり入れた

のがೋつ目の試み、“ぼかす”方法です。

ɹ以લ、黒とパステルカラーの組み合わせで作をつくっ

ていた࣌はೋつのཁૉをつな͙“り࿓Լ”としてエアϒラ

シで描いたάラデーションを用いていました。これを今回

はデータ上で原画のϐントをぼかすという方法でߦうこと

にしたのです。とはいえ、ϐントがくなれ原画の࣋つ

やかな表現がわからなくなってしまうので、ぼかした画ࡉ

像にぼかしていないシャープな画像を薄く重ね合わせ、そ

れぞれがおޓいを補い合うようにしました。

ɹこれをさらにホワイトを混ͥて薄めた蛍光インキで表現

しました。上がりがෆ思ٞとคっΆさをଳͼ、࿅りり

の՛子のようなιフトな࣭ײになっているかと思います。

のϙイント࡞˔

ɹ5ຕのϙスターはそれぞれホワイトで薄めるׂ合をม

え、ঃʑに白くなっていくように上͛ていますから、薄

め具合でどのようにมԽするかが、ฒた作からもわか

るようになっています。作の一෦としてカラーチャート

もେきめに組みࠐみましたので、絵柄とؔなく刷り色が

確ೝできます。黒は深くマットな黒にするために、ී通の

黒とマットな黒の2回刷りにしました。それ以外はホワイ

トを混ͥたCMYの蛍光色です。ただし蛍光色のないシア

ンは通常のプロセスインキをメジウムで薄めたものを使い

ました。合計5版のߏ成です。

ɹこのトライアルでは、パステルカラー、黒、ぼかすとい

う3つのཁૉがޓいに補い合いながらܨがって一つのؔ

をつくり͋͛ています。「蛍光インキによるパステル表現」

というテーマとともに、このࡾつのؔੑも見ていただけ

れと思います。

ҰɹKOICHI SATOߊ�౻ࠤ

イラスト 蔦谷 喜一 ɹ KIICHI TSUTAYA
 ⡋きいちʗখֶؗ
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ほのかに輝くような淡くも鮮やかな
表現を目指し、プロセスインキと蛍
光インキをそれぞれ薄めてその色合
いを確かめる実験。薄める方法とし
て、通常は希釈剤として用いられる
メジウムと、単独の色として使われ
ることの多いオペークホワイトそれ
ぞれをCMYのインキに混入させる
方法と、データ上で画像の色を薄く
設定し、薄めないインキで刷る方法
の計3パターンを試した。
できるだけ鮮やかな発色になるよう
に、 製 版 で は 原 稿 を ス ミ 以 外 の
CMYで3色分解し、紙は蛍光色の
発色が良さそうな白さに秀でたもの
を選んだ。
原稿は蔦谷喜一の代表的な「ぬりえ
シリーズ」で、佐藤氏のコレクショ
ンから選択。使用したインキの濃度
がわかるように、イラストの右側に
カラーチャートを配置した。

イラスト自体が輝いているような表
現を求め、画像をぼかす実験をし
た。ただし、単にぼかすだけでは輪
郭がなくなって何が描かれているの
がわからなくなってしまうため、ぼ
かし画像の上にぼかさないシャープ
な画像を薄く刷り重ね、画像情報を
補完することにした。
ぼかし画像は、できるだけ色が濁ら
ないよう、イラストのアウトライン
の 黒 線 を 除 い た 画 像 デ ー タ に
Photoshopの「ぼかしフィルター

（ガウス）」をかけて作成。シャープ
画像は元の画像を7%に薄く設定し
た画像。この2種の画像を乗算で合
体させ、トライアル01同様3色分解
し、CMYの3版で印刷した。
その上から、髪と瞳のみにスミを刷
り重ねる。黒みの強い特色のスミ
と、マットニスを混入させたマット
スミを刷り重ねることにより深い艶
消しの黒を表現し、全体のトーンを
引き締めた。瞳は50%製版にする
ことでうっすらと引き立つ印象を
狙った。
線数は175線、通常の刷り順に倣い、
C→M→Y→特色スミ→マットスミ
の順で印刷した。

TRIAL PROCESS Art Director 佐藤 晃一  ×  Printing Director 金子 雅一
トライアルプロセス

01 02
蛍光インキを薄める ぼかし画像と

シャープ画像を重ねる

「まずはインキの色合いを決めるために、蛍光インキを薄めるテストをします。原画の
鮮やかさを損なわないよう蛍光インキを使い、そしてそれをさらに薄めることで、淡白
だけれど澄んだ表現を狙います。イメージとしては鈴木春信の美人画のような雰囲気で
しょうか。淡くて鮮やかなパステルカラーを追求していきたいと思います」

パステル表現のためのインキチャート
「蛍光インキの濃度のおおよその基準ができたので、今回は画像のぼかし具合を中心に
実験します。ぼかしとシャープの組み合わせで“輝き”を表現するのが狙いです。ぼかし
すぎて絵柄が見えなくなってもダメですし、くっきりと出すぎてもつまらなくなってし
まうので、バランスを見ながらちょうどいい組み合わせを探っていきます」

ぼかし画像とシャープ画像の重ねの効果1

「あやとり」（印刷物）

1

●製版上による薄色の表現

75％製版 50％製版 25％製版

●メジウムで薄めた蛍光インキによる表現

混入率25％ 混入率50％ 混入率75％

●オペ―クホワイトで薄めた蛍光インキによる表現

混入率25％ 混入率50％ 混入率75％

オペ―クホワイトを75％混入させた
蛍光インキで刷ったもの

オペ―クホワイトを75％混入させた
プロセスインキで刷ったもの

右の二つの画像をデータ上で重ねてCMYの3版と
して刷った上に、スミ2版を重ねている。 画像上で7%に薄めたシャープ画像

ガウス120%にぼかした画像

●インキの希釈度のバリエーション
希釈していない蛍光インキで印刷：
色がお互いに干渉しあい、グレー系の濁りが強く出て
いる。絵柄のアウトラインが想像以上にくっきり出た。

オペークホワイトを25%混入した蛍光インキで印刷：
不透明インキのオペークホワイトで薄めているためイ
ンキの透過性が損なわれ、色のバランスが最後に刷っ
たYの方向に少々転んでいるように見える。

オペークホワイトを50%混入した蛍光インキで印刷：
ここまでインキが薄いとシャープ画像の効果もあまり
発揮されず、色のかたまりにしか見えない。インキが
薄くなっても同じように濁り、かえってグレイッシュな
イメージが強くなった。

※佐藤氏のトライアル作品には、全て特色が使用されています。

プロセスインキ
原稿を再現する場合に使う減法混色3原色のシアン（C）、
マゼンタ（M）、イエロー（Y）にスミ（K）を加えた4色のイン
キセットのこと。

Photoshop（フォトショップ）
主に写真編集、画像加工を行
う代表的なアプリケーション。 
アドビシステムズから販売。

メジウム（メディウム）
無色透明のインキ。インキの
特性を変えずに薄い色の特色
をつくる時などに、希釈剤と
して色インキに混入する。

スクリーン線数
画像の濃淡をインキの付着量の多少に変換するツール。変
換後に点の大小や多少となって濃淡が表される。１インチ
の幅に並ぶ網点の数によって示され、数値が大きいほど細
かくなる。現在は175線が一般的に用いられる。

オペークホワイト
不透明な白色のインキ。「オ
ペーク」は「不透明な」の意。

スミ
黒色のインキのこと。CMYK
のKを指す。

転ぶ
色が安定せず、変わりやすい
こと。

色分解
カラー原稿をCMYK4色のイ
ンキごとに分けること。3色
分解とはスミ以外のCMYの3
色表現用に分解すること。
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原稿は、લ回使用した「͋やとり」
のほか、同͡蔦谷喜一のイラスト̐
をՃえた計̑。5作をฒた
に、「͋やとり」から「およめさࡍ
ん」まで自વなάラデーションで輝
き具合がมԽするように、蛍光イン
キの希釈度をมえている。なお、薄
めすぎてগঁの表情やが見えな
くなってしまわないよう、シャープ
画像の濃度は作͝とにௐした。
製版のࡍに、原画の色を׆ྗۃかし
ながら、紙のমけやԚれなどをき
れいにऔりった。そのほか、スミ
版のアウトラインはフリーϋンυの
ような自વさを出すように描画を
した。スクリーン線数はフΣア
υットで、刷り順はY→M→C→特
色スミ→マットスミ。

TRIAL PROCESS Art Director 佐藤 晃一  ×  Printing Director 金子 雅一
トライアルプロセス

03
インキの濃度で輝きに
มԽをつける

「使用するのは、の“きいちのぬりえ”コレクションから選りす͙った5の原画で、
ঃʑに淡さを૿していくようにมԽをつけました。എܠなどの一෦をマットな黒で௵し
て画໘を締め、鮮やかな色合いのগঁたちが輝いているかのようにԋ出をՃえてみまし
た。さて、গঁたちはが思うように輝いてくれたでしょうか」

ϙスλー࡞のઃܭ

刷り順
一般的なオϑセット印刷では、
KˠCˠMˠYのॱに印刷される

（4色印刷ػで一に印刷する
場合）。

フΣアυット
スクリーン線数の一つ。ैདྷ使用されている2つの製版方
ࣜ、「"Mスクリーン」と「'Mスクリーン」の྆方のॴ
をซせ࣋つϋイϒリットな線数のこと。

"Mスクリーン
スクリーン線数の一つ。網点の
大小で画像の濃淡を表す。点が
。ଇ的に並ぶن

'Mスクリーン
スクリーン線数の一つ。網点の
数とૈີによって濃淡を表す。
点が不نଇに並ぶため、Ϟアレ
が発ੜしない。

さらに鮮やかで濁りのない表現を目
指し、画像データや印刷設計でࡉか
くௐしていく。ぼかしが強すぎる
と色同࢜がׯবしすぎて色が濁るこ
とがわかったので、今回はぼかし画
像のガウスを120%から50%にऑめ
た。また、濁りのཁҼとなる黒みを
ഉ除するため、シャープ画像もぼか
し画像同様にアウトラインを除いた
データで作成。ただしアウトライン
がなくなるとシャープでも画像がෆ
鮮 ໌ に な る の で、濃 度 を7%か ら
15%に濃くした。このೋつの画像
をデータ上で合成した。
また、スミ版のܗঢ়もなめらかなख
描きらしいラインになるようඍௐ
した。
ણࡉな色をरえるように、スクリー
ン線数はフΣアυットを࠾用。刷り
順はY→M→C→特色スミ→マット
スミ。オペ―クホワイトで希釈した
インキはෆಁ໌度が૿し、ޙに刷っ
たインキの方が強く発色するので、
色の濁りにつながりやすいイエロー
版がઌになるように順൪をมߋした。

02
濁りのないパステルௐ
の表現を目指して

「色の濁りをऔります。ぼかしޮՌは色໘が混͟りすぎないように、シャープ画像は絵
柄がೝࣝできるఔ度に強すぎずऑすぎずʜ。パステルのように͋いまいな͡ײを狙いた
いですね。澄んで美しい色໘で、;わりとগঁがුき上がってくるように、シャープ画
像、ぼかし画像ともにࡉかくௐをかけながらディテールを٧めていきます」

ぼかし画像とシャープ画像の重ねの効果�

2

右の二つの画像をデータ上で重ねてCMYの3版と
して刷った上に、スミ2版を重ねている。 画像上で15%に薄めたシャープ画像

ガウス50%にぼかした画像

「あやとり」

「ステレオよ」

「シャϘンͩま」

「おいけのίイ」

佐藤氏のखඳきの指示ॻ 「およめさん」

上の2画像の合版を、オペークホワイト10%混入した蛍光インキで刷る。

上の2画像の合版を、オペークホワイト40%混入した蛍光インキで刷る。

上の2画像の合版を、オペークホワイト�0%混入した蛍光インキで刷る。

上の2画像の合版を、オペークホワイト�5%混入した蛍光インキで刷る。

上の2画像の合版を、オペークホワイト�5%混入した蛍光インキで刷る。

●インキの希釈度のバリエーション
希釈していない蛍光インキで印刷：
濁りがなくなり、エアϒラシでඳいたようなイメージ
になった。ぼかし効果をऑめた分、絵柄がුき上がっ
て見える。色がやかなͩけにϘリュームײのある表
現になった。

オペークホワイトを25%混入した蛍光インキで印刷：
刷りॱによる濁りが解ফし、色バランスがվળされ
た。淡い色ௐͩが、意外なほど絵柄は;わりとුき出
て見える。細かな柄はೝࣝしにくいが、大きな柄は
はっきりとわかる。

オペークホワイトを50%混入した蛍光インキで印刷：
インキが淡けれ淡いほど、濁りがなくなった効果が
はっきりとわかる。希釈の合いが変わっても絵柄は
ほぼ同じようにೝࣝできた。シャープ画像が絵柄全ମ
をҾきకめる効果を発揮した。
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FINISH
全作とディテール

Design：佐藤 晃一ɹIllustration：蔦谷 喜一ɹ⡋きいちʗখֶؗ

※佐藤氏のϙスター作品には、全て特色が使用されています。10
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「かがやく少女-1　あやとり」
用ࢴɿϰΝンψーϘ7(ʗスϊーホワイトɹ࢛ɹ130LH
版のߏɿ蛍光マゼンタ※ˠ蛍光イエロー※ˠ特色シアン※ˠ特色スミˠマットスミ
※オペークホワイトを10％混入

「かがやく少女-2　ステレオよ」
用ࢴɿϰΝンψーϘ7(ʗスϊーホワイトɹ࢛ɹ130LH
版のߏɿ蛍光マゼンタ※ˠ蛍光イエロー※ˠ特色シアン※ˠ特色スミˠマットスミ
※オペークホワイトを40％混入
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「かがやく少女-�　γϟϘϯͩ·」
用ࢴɿϰΝンψーϘ7(ʗスϊーホワイトɹ࢛ɹ130LH
版のߏɿ蛍光マゼンタ※ˠ蛍光イエロー※ˠ特色シアン※ˠ特色スミˠマットスミ
※オペークホワイトを�0％混入

「かがやく少女-�　͓͍͚ͷίΠ」
用ࢴɿϰΝンψーϘ7(ʗスϊーホワイトɹ࢛ɹ130LH
版のߏɿ蛍光マゼンタ※ˠ蛍光イエロー※ˠ特色シアン※ˠ特色スミˠマットスミ
※オペークホワイトを�5％混入
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AFTER TRIAL
トライアルをऴえて

˔トϥイΞルΛऴ͑ͯ

ɹීஈのࣄのようにਐめるのなら、の方で全෦データ

をつくりこんでまとめたうえで印刷ॴにして刷ってもら

うことになるのですが、今回はアイデアをえてࡐྉの

“ぬりえ”を5種ྨし、ޙは全てP%の方にਐめてもらいま

した。今回は印刷現と一ॹにߦう“印刷実験”なので、͋

えて自はखを使わないことにしたのです。つくりこん

でから印刷すると、定していたものよりもどこか「目ݮ

りしたな」と͡ײることも多いのですが、今回はࡐྉだけ

をおししておئいしている༁ですから、そういうことも

͋りません。それだけではなく、今回のਐめ方でかなりお

もしΖい݁Ռが出たように思います。おせしているので

গʑਃし༁ないような気もするものの、これまでに͋まり

。が͋りましたײたことのない͋る種のշ͡ײ

ɹߟえてみると、これはデβイン特༗のշײなのかもしれ

ません。ຊདྷ、おඦさんがおถをつくるように、ੜ࢈す

るということは࿑ྗを͙ことですし、ੜੑ࢈を上͛るに

はそれにଇしたྗがવのことながらඞཁとされます。

しかし絵やデβインとなると、ඞずしもそれが良い݁Ռを

ੜΉとはݶらないように思うのです。

ɹたとえ絵描きさんが಄する͋まりに描きࠐみաぎ

て、作をແしにしてしまうことが͋ります。デβイφー

がؤுりաぎたがނにಥき٧めաぎてしまい、見る人が

Ή以上の完成度を求めてしまうことが͋ります。これは͋

るҙຯ、方のないことで、120ˋやらないと気がࡁまな

いというのは、つくりखとしてはۃࢸたりલのことです。

でも一方で、そのおか͛でダメにしてしまうという೦な

݁ՌをੜΉことが数多く͋るのもࣄ実でしょう。

ɹ今回は、一าखલのঢ়ଶでखをࢭめて現の方にҕねて

いるので、そういうやりաぎもىこりません。もちΖん「ど

うしてもここは自分で」と思うとこΖはきちんとԡさえま

す。その上でせるとこΖはおせすることで、印刷とデ

βインというؔならではのਐめ方ができ、このا画なら

ではの᩵をຯわえたように思います。

―― 佐藤 晃一

˔プϦンテΟンάσΟϨΫλーかΒ

ɹトライアルのレϕルをえた作で、「ૉらしい」の

一ޠにਚきます。おそらく୭も見たことのない美しさなの

で、ଘ分にຯわっていただけれと思います。特に、੨は

-&%の光にもࣅた美しさです。蛍光インキには੨がないの

でシアンを薄めて使い、色が濁らないようにޙ࠷に刷った

のですが、༧をえたޮՌが͋りました。ઌ、佐藤さ

んに「（このレϕルの上がりは）佐藤さんも༧できませ

んでしたよねʁ」とਜねてみたら、「は༧できること

はやらないんだよ」とおっしΌっていましたが、佐藤さん

͝自にとっても༧以上の出དྷӫえだったのだと思いま

す。

ɹ自は今回、佐藤さんのイメージや狙いをどうやって

実現するかにू中しました。一൪しかったことは、ぼか

し版とシャープ版のԘകです。ホワイトで薄めたインキの

色ௐもؚめて、צだけをཔりになんとかऩめることがで

きたかなと思っています。そのଞ、5ຕのϙスターのバラ

ンスも一つͻとつஸೡにௐしなけれならず、ણࡉな作

。の࿈ଓでしたۀ

ɹ今回は、佐藤さんにおձいするたͼに、トライアル以外

でも印刷のことからܗ上のߟえ方にࢸるまで、ຊにい

ΖいΖなことをษ強させていただきました。自にとっ

ても、たいんՁ͋るܦ験になったと思っています。

―― 金子 雅一

「かがやく少女-�　͓よΊ͞Μ」
用ࢴɿϰΝンψーϘ7(ʗスϊーホワイトɹ࢛ɹ130LH
版のߏɿ蛍光マゼンタ※ˠ蛍光イエロー※ˠ特色シアン※ˠ特色スミˠマットスミ
※オペークホワイトを�5％混入
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